
伊予市(双海地区)地域おこし協力隊
活動報告

～一次産業重点型の隊員として取り組んできたこと～



活動報告

～着任２年目の活動～



自然栽培での枝豆・大豆栽培を開始

令和7年6月にご縁で畑をお借りすることができた。

稲作をしたかったが、時期的に田植えに間に合わなかったので、お米同
様、昔から日本人の食を支えてきた枝豆・大豆の自然栽培を開始。



6月(草刈り・耕耘)

お借りした耕作放棄地の一部を刈り払機で除草、人力で耕して

播種の準備を行った。



6月(畝立て・播種)

耕耘後、畝立てをして福岡正信自然農園で教わった

粘土団子に種を混ぜ込み播種。



7月(発芽)

発芽第一号は7月7日。

そこから次々と発芽していった。



8月～9月(成長期)

防虫ネットをかけるエリアとかけないエリアに分けて

試験的に栽培。



9月～10月上旬(ぐんぐん成長期・枝豆収穫間近)



10月 自然栽培の枝豆収穫！

無農薬・無化学肥料の自然栽培で育った枝豆を収穫し、

地域の方や職場の職員の方に御裾分けさせていただいた。

～実際に召し上がっていただいた方からのお声～

・めっちゃ美味しかった！

・『ありのまま』って感じがした！

・スーパーの枝豆より実が大きいんやね！

・無農薬を見くびっていたわ！

・来年もまた食べたい！



令和8年1月 自然栽培の大豆も無事収穫

大豆用に収穫しなかった実も、その後すくすく成長。

今月に入り大豆も収穫した。



耕作放棄地だった畑は・・・



農業以外で取り組んだこと



漁業(サワラ漁)体験

上灘の漁師さんのサワラ漁に同行。

そこで色々な初体験させていただいた。



各種講習・研修・セミナーの受講

・四国地域おこし協力隊・自治体職員研修

・地域おこし協力隊ステップアップ研修

・福岡正信自然農園 農業研修

・伐木等の業務に係る特別教育講習

・有機稲作ポイント研修

・狩猟フェスティバル

・猟銃射撃教習

・未来の給食を考える会





伊予市の海をきれいにし隊 ビーチクリーン活動in双海

毎月、双海町の海岸(下灘青石海岸、灘町海岸、共栄網前の海岸)を
ローテーションで清掃して、自然環境保護にも取り組んだ。

その活動が、地域の小学校の総合的な学習に取り上げられ、伊予市の
小学生にゴミ拾いに参加してもらったり、一緒にゴミの分別作業を行った。



地域の伝統行事・祭事に参加

双海町で毎年10月23日に開催され

る秋の例大祭に参加し、

地域の方々と御神輿を担いで

巡行した。

11月22日には三島神社の新嘗祭

に出席し、玉串を奉納した。



第2回日本麻文化フォーラム 双海町開催

第2回日本麻文化フォーラムが

伊予市後援のもと、双海町で開催。

県内外問わずたくさんの方々が双海町を訪れ、

自然農や自然食材、麻のことを正しく知る

貴重な機会となった。





ほたるまつり、上灘・下灘公民館まつりの司会

翠小学校で開催されるほたるまつりと、上灘・下灘各地区で開催される
公民館まつりの司会を務めた。



電話応対コンクール 愛媛県大会出場

公益財団法人日本電信電話ユーザ協会が毎年主催する電話応対コン
クールにエントリー。

県内各地区で地区予選大会が開催され、合計140名以上が出場する中、
愛媛県大会に出場する24名に選ばれる。



2年目の活動を振り返って

・実際に一次産業のミッションに取り組み、耕作放棄地を活用できたこと、収穫した農作物をお世
話になった方々にお届けできてよかった。それと同時に、もっと多くの方に食べてもらえるように、作
付け面積を広げたいと思った。
→無農薬、無化学肥料でも農作物を栽培することは可能。
→『なぜ』の追求。

・一次産業を一通り体験できたことで、どの分野に重点的に携わりたいかが見えてきた。

・行動で示すことが何事においても重要。

・地域行事に参加することで繋がりが繋がりを生み、双海町以外の方々とも知り合うことが増え、外
から双海町に訪れてもらうきっかけを作れた。


